
様式１
頑張る地方応援プログラム

都道府県名 長野県 市町村名

プロジェクト名 新規・継続の
区分 継続

プロジェクトの
期間 平成１９年～平成２1年 政策分野の分類

（①～⑪）
住民への公表の
方法（ホームページ
アドレス等）

総事業費
（単位：千円）

（うちH20事業費）

78,666

(26,222)

9,000

(3,000)

8,970

(2,990)

96,636

(32,212)

やらまいかえまい清内路

少子化対策事業

企業誘致対策

起業支援対策

○へき地保育所運営事業 (３年×18,720千円）
○学童保育運営 （３年×1,330千円）
○福祉医療費給付事業 （３年×672千円）
○Ｅｎｇｌｉｓｈサマーキャンプｉｎ清内路 （３年×3,600千円）
○結婚支援事業 （３年×100千円）
○ＥＬＴ派遣事業 （３年×1,800千円）

○水源確保（ボーリング）事業 （３年×3,000千円）

③少子化対策プロジェクト

○ふるさとづくり応援事業 （３年×500千円）
○むらづくり講演会 （３年×330千円）
○山の幸届ます事業 （３年×200千円)
○商工振興利子補給事業 （３年×200千円）
○有害獣総合対策事業 （３年×1,760千円）

総 計

その他特記事項

清内路村

プロジェクトの
目的、概要及び
具体的な成果目
標

（目的、概要）
清内路村は財政力指数０．０８１で、全国でもトップレベルで厳しい状況にある。平成１６年度より行財政

改革を行い、１００項目以上の施策の見直し、住民負担の増、職員給与の削減を行った。住民への情報
公開も遅れていたため、危機的な状況を説明し協力をお願いした。
財政再建団体へ転落したのと同じ、もしくはそれ以上の厳しさを体験した本村は、住民との協働による

建て直しが行われ、財政問題も一定の目途がたとうとしている。
今後、本村に必要なことは現在の地域を維持し収入を増やすことと、人口７３０人台の維持。

（具体的な成果目標）
○平成１５～１７年度の平均財政力指数０．０８１を平成１９～２１年度には０．１０へ増。
・地域の宝を地域に収入に結びつける。（起業支援対策、空地利用対策、伝統野菜保存）
・安心して住める地域づくり。（防犯対策、教育環境の維持、伝統文化の保存）

○平成１８年度末人口７３２人。平成２１年度末の人口推計は７２０人だが、現在の７３０人台を維持。
・少子高齢化対策。（医療体制の検討、巡回バスの維持、介護サービスの充実）
・子育て支援対策。（保育所の相談体制強化、３歳未満児保育の充実、医療費の無料化）

住民説明会、広報、ＨＰ（http://www.seinaiji.jp/osirase/archives/2008/08/post_135.html）

プロジェクトを構成する具体の事業・施策

名称 事業概要



様式１
頑張る地方応援プログラム

都道府県名 長野県 市町村名

プロジェクト名 新規・継続の
区分 継続

プロジェクトの
期間 平成１９年～平成２1年 政策分野の分類

（①～⑪）
住民への公表の
方法（ホームページ
アドレス等）

総事業費
（単位：千円）

（うちH20事業費）

14,850

(4,950)

55,800

(18,600)

1,500

(500)

72,150

(24,050)

その他特記事項

清内路村

プロジェクトの
目的、概要及び
具体的な成果目
標

（目的、概要）
古くからの歴史、文化、変わらない自然が残る清内路村。
現在も、多くのボランティアが環境整備等に力を注いでいる。
清内路という地域が、これからも地名どおりの清らかな環境を保ち、多くの来村者が気持ちよく過ごせる

環境を維持する。

（具体的な成果目標）
○ゴミの不法投棄をされない環境づくり。
・不法投棄ゴミ量の減 Ｈ１８年５ｔ → Ｈ２１年３ｔ以下
・ボランティアグループに参加する住民の増。Ｈ１８年５０名 → Ｈ２１年８０名以上
○地域全体の環境に対する意識の向上。
・焼却ゴミ、埋立ゴミ量の減。Ｈ１８年実績２０ｔ → Ｈ２１年１５ｔ以下
・水道水の節約。Ｈ１８年無収水量15,965m3 → Ｈ２１年14,000m3以下
・下水道（合併浄化槽含む）利用率。Ｈ１８年96％ → Ｈ２１年100％

住民説明会、広報、ＨＰ（http://www.seinaiji.jp/osirase/archives/2008/08/post_135.html）

プロジェクトを構成する具体の事業・施策

名称 事業概要

ぬくもりの田舎保存事業

資源ゴミの分別、
回収、処理

上下水道維持管
理

ボランティア活動
への支援

○臨時職員雇用 （３年×２，１５０千円）
○ゴミ処理委託、施設維持 （３年×２，６８０千円）
○看板設置、分別表印刷等 （３年×１２０千円）

○簡易水道維持管理費 （３年×４，４００千円）
○農業集落排水維持管理費 （３年×１４，２００千円）

⑩環境保全プロジェクト

○ふるさとづくり応援事業交付金 （３年×５００千円）

総 計



様式１
頑張る地方応援プログラム

都道府県名 長野県 市町村名

プロジェクト名 新規・継続の
区分 継続

プロジェクトの
期間 平成１９年～平成２０年 政策分野の分類

（①～⑪）
住民への公表の
方法（ホームページ
アドレス等）

総事業費
（単位：千円）

（うちH20事業費）

150,000

(150,000)

17,560

(10,360)

167,560

(160,360)

情報基盤整備事業

情報基盤整備事
業

庁内基盤整備事
業

○ＣＡＴＶ等情報基盤整備事業 （Ｈ２０ １５０，０００千円）

○住基ネット更新事業 （Ｈ１９ ５，４００千円）
○パソコン等機器の更新事業 （Ｈ１９ １，８００千円）
○総合行政システム更新事業 （Ｈ２０ １０，３６０円）

①地域経営改革プロジェクト

総 計

その他特記事項

清内路村

プロジェクトの
目的、概要及び
具体的な成果目
標

（目的、概要）
地上デジタル放送への対応、ＣＡＴＶ、光通信など田舎である本村とは言え、今後住み続けていくため

に必要な情報基盤の整備が必要となっている。
また、役場庁舎内においても、パソコン等の機器の更新、対外的なネット環境の整備を滞ることなく進め

ていく必要があり、消耗品費、人件費の削減につなげる。

（具体的な成果目標）
○ＣＡＴＶの整備により地上デジタル放送、光通信が可能な地域とする。
・地上デジタル放送視聴可能地域 Ｈ１８年０％ → Ｈ２０年９０％

○庁舎内の機器の更新、ネット環境等の整備をすすめ、住民要望・サービスへの対応時間の短縮を行
う。
・窓口対応時間 Ｈ１８年平均５分 → Ｈ２０年平均３分

住民説明会、広報、ＨＰ（http://www.seinaiji.jp/osirase/archives/2008/08/post_135.html）

プロジェクトを構成する具体の事業・施策

名称 事業概要


